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「自転車をとりまく話題（参考）」国土交通省道路局編より 



「自転車をとりまく話題（参考）」国土交通省道路局編より 
 



「今後の交通安全施策等」より（国土交通省・平成22年6月） 

急増する自転車対歩行者の事故 



「今後の交通安全施策等」より（国土交通省・平成22年6月） 
 

急がれている自転車道の整備 



24歳以下と65歳以上の事故が増えている 

交通事故総合分析センター（イタルダ・
http://www.itarda.or.jp）、「イタルダ・
インフォメーション」2008年春号より 



交通事故総合分析センター（イタルダ・http://www.itarda.or.jp）、「イタルダ・
インフォメーション」2009年2月号より 
 

中高生の事故が特に多い 



年齢別死亡割合 

状態別、年齢別
死亡数 

交通死亡事故の特徴・道交法違反取締
り状況（警察庁交通局・平成21年）より 

死亡者は
65歳以上
が圧倒的 



「今後の交通安全施策等」より（国土交通省・平成22年6月） 

International Road Traffic and Accident Database 
国際道路交通事故データベース（1988年、OECDの29カ国で設立） 

自転車と 
歩行者の死亡 
 
先進国で 
日本が突出 



交通事故総合分析センター（イタルダ・http://www.itarda.or.jp） 
「イタルダ・インフォメーション」2009年2月号より 
 

自転車対歩行者の事故で 
 無傷の歩行者はまれ 



交通事故総合分析センター 
「イタルダ・インフォメーション」 
2009年2月号より 
 

ルールを守らない 
ルールを知らない 
自転車が多すぎる 



「自転車をとりまく話題（参考）」国土交通省道路局編より 
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自転車事故増加の要因と背景 

●クルマ優先の社会風潮 

● 1970年の道交法改正で自転車を歩道に追い上げ 

●自転車走行基盤整備の棚上げ 

●自転車マナーの崩壊・安全教育放棄 

歩道上の高齢歩行者の危険度７０年当時の７０倍 

●交通計画での自転車の役割・位置付けなし 

●交通弱者差別社会 

交通戦争（交通事故死者⇒史上最多１万７０００人）  

交通法規の複雑化 右側走行 歩行者無視 無保険 



責任賠償保険支払いは増加傾向 

自転車事故と保険 ケーススタディー 

14 





必要不可欠な保険加入 
 未加入者がほとんどで社会問題化 

  

●ＴＳマーク加入率 ２％（日本交通管理技術協会）  
 

●保険に加入 １６・５％ ⇒ 保険自体を知らない ５４・９％ 
             （全日本交通安全協会・2005年調べ）  
 

●佐賀県の某高校の任意保険加入率 ４７％ 
 



自転車関連保険の最近の傾向 

●保険業界、自転車事故増で「自転車総合保険」撤退、 
   販売中止 

●高額保険料化と加入制限 
 AIUの家族傷害保険53730円/年 2000万円個人賠償責任付 
 Yahhoのちょこっと保険 5000万円 家族で年45240円） 
 加入制限（70歳）  JCAも 
 

●既存保険の特約化…「自転車保険」が見えない 

●死傷事故をカバーできないＴＳマーク 
   手数料2000円。死亡または重度障害の限度額2000万円 

●特約も多種多様 
 自動車保険系は示談交渉付 賠償責任額に差 

● JCAも破綻寸前…この制度では先が見えない 
 



自転車生活で加入できる保険あれこれ 

中高生を持つ家族向け 

・ZURICHのスーパー傷害保険 
  限度額5000万円 保険料14890円/年。 

・東京海上日動 ファミリー交通傷害保険 
  10800円/年  責任賠償3000万円。 
 
生協組合員家族向け 

・COOPの団体じてんしゃ保険 
 限度額1億円 家族型 6,430円/年 生協組合員限定 

・全労済マイカー共済＋自転車賠償責任保証特約   
特約保険料1460円/年で１事故5000万円まで同居家族に
も適用。（基本補償＝人身傷害5000万、対人賠償無制限。
無事故なら保険料21730円/年。示談交渉付き） 

その１ 



自動車保険加入者向け 

・ZURICHの自動車保険＋個人賠償責任補償特約 
 限度額１億円 特約保険料2430円/年 
         保険会社により賠償責任限度額に差あり 

 
 
国内外カバー高齢者向け 

・mont-bellの野外活動保険（傷害総合保険） 
国内外対応 限度額１億円  
保険料10076～33380円（但し最長5年加入の場合の１年相
当分保険料） 
78歳まで加入できるので5年間加入なら83歳まで加入できる。 
 

自転車生活で加入できる保険あれこれ その２ 



自転車生活で加入できる保険あれこれ 

国内外カバー個人・家族向け 

・ゼネラリ保険の交通事故傷害保険 
個人 3年契約27640円（9213円/年） 限度額1億円。家族な
ら3年で59510円（19836円/年） 
 
クレジットカード付帯保険 

・ＪＣＢカード（年会費無料）の「ＪＣＢちょこっとガード生
活ほっとコース」（会員限定・個人賠償責任保険）2400円/年。

本人と家族（配偶者や子供、本人と生計を共にする親族）。
1事故補償限度額、1億円（自己負担なし）。 

その３ 



 

ルールを守って安全な自転車生活を 
 
歩道は歩行者優先、事故を起こさない 
 
必要かつ十分な保険に入ろう 
 
 

お わ り 


